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つながりを生み出す図工ワークショップの実践と考察Ⅱ

――₂₀₂₀年度の実践を中心に――

佐　　伯　　育　　郎*

Art Workshops to Forming Connection with Someone II: Focusing on Art Workshops in ₂₀₂₀

Ikuo SAEKI*

はじめに

　筆者は、図画工作専修・ゼミの学生註₁ ︶ とと

もに図工ワークショップを毎年企画・実施して

いる。図工ワークショップの根底にあるテーマ

は「架橋」つまり「つながり」である。

　₂₀₁₉年度の拙稿では、学外 ₂ 回（ ₅ 月・ ₈

月）、学内 ₁ 回（₁₂月）の₂₀₁₉年度（令和元年

度）における図工ワークショップについて考察

し、取組を通して生み出すことができた様々な

つながりについて具体的に言及した註₂ ︶。

　続く本稿では、₂₀₂₀年度（令和 ₂年度）に行

われた学外 ₃ 回（ ₇ 月・ ₉ 月・₁₂月）の図工

ワークショップの実践に関する省察をもとに、

どのような架橋を試みたのか、その結果どのよ

うなつながりが深まったのか、検証することを

目的とする註 ₃ ︶。読者各位の忌憚のないご批正

を賜りたい。

₁ ．安芸高田市立八千代の丘美術館との架

橋 ～美術作家として

　筆者は、教育・研究活動の一環として、油彩

画を中心とした作品制作・発表を行っている。

この度、安芸高田市立八千代の丘美術館の₂₀₂₀

年度（令和 ₂年度）・第₁₉期入館作家₁₂人のうち

の ₁人として選出して頂き、₂₀₂₀年（令和 ₂年）

₄月 ₁日から₂₀₂₁年（令和 ₃年） ₃月₁₄日まで

の ₁年間を通して、展示室・アトリエ棟Mにお

いて、洋画の作家として作品が展示される運び

となった資料₁ ︶。₂₀₀₁年度（平成₁₃年度）に開館

した八千代の丘美術館は、広島県内を中心に活

動する作家が毎年入れ替わりながら、 ₁年間に
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渡って個展を開催するという非常に稀有な美術

館である写真 ₁ ︶。

　筆者がこれまで光風会展や日展で発表してき

た F₁₀₀号サイズ（₁₃₀.₃×₁₆₂ cm）の油彩画を

中心に、油彩画の小品・水彩画・版画・写真・

染色・陶芸などの作品を₃期に分けて展示した。

筆者以外の第₁₉期入館作家には、洋画 ₇人、日

本画 ₂人、金属造形 ₁人、前衛書道 ₁人が入館

作家選定審査会により選出された。期間中は、

別の作家による特別展も併催された註₄ ︶。

　当初、₂₀₂₀年（令和 ₂年） ₄月 ₁日から ₇月

₃₁日までの ₁シーズン、₂₀₂₀年（令和 ₂年） ₈

月 ₁日から₁₁月₃₀日までの ₂シーズン、₂₀₂₀年

（令和 ₂年）₁₂月 ₁日から₂₀₂₁年（令和 ₃年）₃

月₁₄日までの ₃シーズンに渡って展示をする予

定であった。しかし、新型コロナウイルス感染

拡大の影響によって ₁シーズンの開始が遅れ、

₂₀₂₀年（令和 ₂年） ₅月₂₀日からの開催となっ

た。イベントも変更を余儀なくされた。 ₄月₂₅

日（日）に予定していた春祭り（入館作家交代

式やギャラリートークなどを予定）も中止と

なったが、 ₈月 ₂日（日）の夏祭り、₁₂月 ₆ 日

（日）の冬祭りは予定通り実施することができ

た。筆者は、入館作家の ₁人として夏祭り、冬

祭り、ワークショップにおいて計 ₄回のギャラ

リートークを行った写真₂ ︶。自身の作品テーマの

紹介、展示作品についての解説を実施した。 ₁

年間という長期間の展示は、筆者初めての経験

であった。展示室において来場者の方から作品

に対する感想を直接お聞きすることもあり、自

身の制作活動について見つめ直すきっかけにも

なった。通常の展示に加えて、夏祭りなどのイ

ベントへの参加を通して、来場者の方、他の入

館作家とも交流することができ、筆者にとって

貴重な体験となった。広島市の中心部からは遠

方の美術館であり、移動に気を遣う時期であっ

たにも関わらず、ご来場ご高覧頂いた方々には

深く感謝する次第である。

₂ ．安芸高田市立八千代の丘美術館との架

橋 ～美術教育実践家として：八千代

の丘美術館とのコラボレーション・

ワークショップ①「たのしくポスター

を描こう」

（₁）題材と概要

　入館する作家の条件の ₁つとして、展示期間

中に市民向けのワークショップ（公開講座）の

開催がある。例えば、安芸高田市立の小・中学

校に出向いての出張指導、八千代の丘美術館で

のワークショップなど、入館作家の専門分野や

特長を活かして地域貢献活動、芸術・文化の振

興活動を行うことになっている。そこで、筆者

は計 ₃ 回のワークショップを担当することに

なった。その ₁回目が₂₀₂₀年 ₇ 月₂₆日（日）に

実施した「たのしくポスターを描こう」である。

入館作家の₁人である洋画家・栗原誠子（C 棟）

と筆者が共同で指導・支援を行った。交通安全

や環境保全など、様々なテーマのポスター制作

である。題材であるポスター制作は、八千代の

丘美術館からの提案・依頼により設定したもの

であり、例年行われているプログラムの ₁つで

ある。安芸高田市教育委員会が発行している

「学びの夏」という小冊子にも、ワークショップ

の案内を掲載して頂いた資料₂ ︶。この冊子は、夏

休みの宿題に活用されている。ポスターのワー

クショップは、各種コンクールへの出品にも活

用されており、安芸高田市立の小学校での教育

活動とのつながりを意識した取組といえるだろ

う。

　主な指導を担当した筆者は、PowerPointによ

るスライドショー（全₃₉ページ）を事前に作成

し、当日はプロジェクターで会場壁面に投影し
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ながら説明を行い、進行した。ポスターの構想

をまとめるための A ₃ サイズ ₁枚のワークシー

トも用意し、参加者に活用して頂いた。参加者

への指導・支援については、 ₂人の講師で協働

して行った。新型コロナウイルス感染拡大を防

止するため、定員を₁₀人に絞っての募集となっ

た。当日は密になるのを避けるため、午前

（₁₀：₀₀～₁₂：₃₀）と午後（₁₃：₃₀～₁₆：₀₀）の

₂ 回実施した。午前は₁₀人写真 ₃ ︶、午後は ₃

人写真 ₄ ︶、小学校 ₁年生から ₅年生までの参加者

があった。当日のプログラムは表 ₁の通りであ

る。八千代の丘美術館では、どのワークショッ

プにおいても、開始時には館長による講師の紹

介、講師をつとめる作家の展示室に移動しての

ギャラリートークは行われているようであり、

筆者らも同様であった。

　制作時の導入では、ポスターとはどのような

ものか、例を示すとともに、ポスターに必要な

要素について PowerPointに取り上げ、学習し

た。その後、ポスター制作の手順を ₆工程に分

け、参加者の様子を見ながら概ね ₂工程ずつ制

作を進めた。

（₂）成果と課題

　参加者には、終了時に A ₄ サイズ ₁枚のアン

ケートに回答して頂いた。ワークショップの満

足度について質問した。「とても満足　満足　

不満　とても不満」の₄段階で回答して頂いた。

評価の理由も、自由記述して頂いた。参加者の

小学生にとって回答が難しい設問については、

同席されていた保護者の方に援助して頂いた。

₁₃人中₁₂人の回答があり、結果はグラフ ₁のよ

うになった。理由としては、例えば PowerPoint

を活用しながら丁寧に教えてくださったからと

いう肯定的な記述が見られた。家庭では集中し

て描くことが難しいが、講師からヒントをもら

いながら楽しく描けたという記述もあった。

講師の

対応
Power
Point

ポスター

づくりの

活動

満足 6 4 5
とても満足 6 8 7

6
4 5

6
8 7

【グラフ ₁：「たのしくポスターを描こう」の満足度】

【表₁：「たのしくポスターを描こう」当日プログラム】

₁ はじめのごあいさつ、ギャラリートーク  ₁₀分

₂

今日のめあて
①ポスターが、どのようなものかまなぼ
う。
②ポスターのつくりかたをまなぼう。
③できるところまでポスターをえがこ
う。
ポスターってどんなもの？
ポスターのつくりかた
　 ₁．なにをつたえるか、かんがえる。
　 ₂．つたえる・つたわることばをかん

がえる。
　 ₃．どんな絵（え）がいいか、かんが

える。
　 ₄．たて、よこ、どっちがいいか、か

んがえる。
　 ₅．えんぴつで、したがきをする。
　 ₆．色（いろ）をぬって、しあげる。
今日のまとめ

₁₃₀分

₃ おわりのごあいさつ、記念写真の撮影、アンケート回答・提出  ₁₀分

【資料 ₂：「たのしくポスターを描こう」の案内】
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　次に、ねらいの達成度についても質問した。

「とてもできた　できた　できなかった　まっ

たくできなかった」の₄段階で回答して頂いた。

回答の結果は、グラフ ₂のようになった。理由

としては、主役・脇役、大小を踏まえて描くこ

と、色の合わせ方、絵の具の使い方などを教え

て頂き、今後にも活かせそうだという回答が

あった。できなかったという回答もあったが、

理由は時間不足によって完成に至らなかったか

らというものであった。

どのよう

なものか

学ぼう

つくりか

たを

学ぼう

ポスター

を

えがこう

未回答 1 1 1
できなかった 0 0 1
できた 6 5 7
とてもできた 5 6 3

6 5
7

1

6
35

10101

【グラフ ₂：「たのしくポスターを描こう」のねらいの
達成度】

　成果としては、アンケート結果にも表れてい

たように、筆者らの指導・支援は概ね高評価で

あったことが挙げられる。この他、美術館との

協働であった点、他の作家とのティーム・

ティーチングであった点なども成果として挙げ

られよう。筆者自身も新鮮であり、取組に対し

て肯定的な印象を持つことができた点も大き

かった。参加者はマスクを着用し、筆者らもマ

スクとフェイスシールドを着用しての指導と

なった。定員も、通常より少なくしての開催で

あった。その結果、何よりも安全に実施できた

ことが、大きな収穫であった。

　課題としては、₁₅₀分という長時間を確保して

いたものの、小学生にとっては四つ切りサイズ

（₅₄₅×₃₉₃ mm）のポスターを構想・描画・着

彩を経て完成させることは難しいということが

挙げられた。一般的にポスターは、小学校高学

年や中学生で数時間かけて制作されることが多

い題材である。ワークショップの参加者は、小

学校 ₁年生 ₃人、 ₂年生 ₃人、 ₃年生 ₄人、 ₅

年生 ₃ 人という内訳であり、はじめてのポス

ター制作という方も少なくなかった。少人数で

はあったが、児童の年齢・発達段階が幅広く、

指導の難しさ、筆者の指導力不足を痛感した。

午前と午後とで参加者数に偏りがあった点も課

題であった。参加者のご都合であり仕方ないこ

とではあったが、指導側としてはできれば午前

と午後で均等化したかったというのが正直な感

想であった。

　課題も少なくなかったが、後日（冬祭りでの

ワークショップにおいて）このワークショップ

に参加した方からコンクールに入賞したことを

教えて頂き、思いがけぬ収穫となった。筆者自

身学びの多い経験となった。

₃ ．安芸高田市立八千代の丘美術館との架

橋 ～美術教育実践家として：八千代

の丘美術館とのコラボレーション・

ワークショップ②「身近な材料でフク

ロウをつくろう!!」

（₁）題材と概要

　 ₂回目のワークショップは、₂₀₂₀年（令和 ₂

年） ₉月₂₇日（日）に実施した「身近な材料で

フクロウをつくろう !!」である資料 ₃ ︶。当初は ₉

月 ₆日（日）に予定していたが、台風₁₀号の影

響により順延となった。

　筆者は、かねてから鳥をモチーフとした作品

制作を行ってきた。鳥の中でも、猛禽類、とり

わけフクロウをモチーフとした油彩画を中心と
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しつつ、水彩画・版画・染色・陶芸などの作品

を制作・発表してきた。 ₃期に渡る展示におい

ても、フクロウの作品が陳列の多くを占めてい

る。筆者は、展示作品とワークショップの題材

との関連性を重視したいと考えた。そこで、

ワークショップの題材としてフクロウの作品づ

くりを筆者主導で企画し、美術館側に提案した

結果、採用された。₂₀₂₀年度・前期の授業、教

科教育学演習Ⅲ・幼児教育学演習Ⅲにおいて、

非対面授業と対面授業とを併用しつつ図画工作

専修・ゼミ ₃年生₁₀人と筆者によって教材研究

を行った。教材研究の結果、紙コップ、トイ

レットペーパーの芯、新聞紙などを用いたフク

ロウの作品が候補に挙がり、最終的にトイレッ

トペーパーの芯を主材料としたフクロウに絞り

込んだ写真₅ ︶。筆者自身も学生とともに教材研究

を行い、参考作品を制作した写真 ₆ ︶。ワーク

ショップ当日に参加する ₄年生も、夏季休業中

に参考作品を制作した。図画工作専修・ゼミ生

と筆者が制作したフクロウの参考作品は、ワー

クショップの宣伝も兼ねて一定期間ではあった

が美術館内に展示して頂いた。

　表 ₂は、これまでの図工ワークショップの実

践を通して導き出した教材研究・題材開発の手

順である。今回もこの手順に従って教材研究を

進め、作品のコンセプト（概念、方向性、基本

となる性格付け）を探った。特に「₃　対象者に

合わせて最終形にまとめる。」については、色画

用紙でフクロウのパーツを切る時、カッターナ

イフを使わず、ハサミを使うように配慮したこ

とへとつながった。

【表 ₂：教材研究・題材開発の手順・過程】

順序 教材研究・題材開発の方法

₁ 試作を通して、基本形を明らかにする。

₂ 他の方向性を探り、可能性を広げる。

₃ 対象者に合わせて最終形にまとめる。

　教材研究を通して明らかにしたフクロウのコ

ンセプトは、表 ₃ の通りである。トイレット

ペーパーの芯の先端（フクロウの頭部）を凹ま

せると、ミミズクの羽角を再現できるため、フ

クロウとミミズク、参加者の好みに応じていず

れかを選択できるようにした。

【表 ₃：フクロウのコンセプト】

₁ フクロウかミミズクかを参加者に選択させる。

₂ 土台となる身体の部分にトイレットペーパーの芯を用いる。

₃ 顔や翼、尾や脚、装飾には色画用紙などを用いる。

₄ 吊り下げるためにモール、ダンボール片を用いる。

　当日のプログラムは表 ₄の通りである。主た

る進行と指導は、筆者が行った。図画工作専修

₄年生 ₂人も補助指導者として参加した。マス

クとフェイスシールドを着用し、 ₃人で協働し

て指導・支援を行った。

  

     

    

ニュースペーパー『カリグラフィー講座』

安芸高 市立八千代の丘美術館

■日  時  令和２年８月２３日（日） 11：00～12：30

■会  場  八千代の丘美術館研修室

■定  員  １０名

■対  象  未就学児～大人（低学年 で保護者同伴） 

■参加費  １０００円（別途入館料が必要）

■持参物  墨 入 た の深さ３㎝位の器 

■講 師 

藤村
じ

 満恵
つ え

 先生 ＜前衛書道＞ 

八千代の丘美術館第１９期入館作家 

現在、L 棟にて作品展示中 

■講 師 佐伯
さ え き

 育郎
い く お

 先生 ＜洋画＞ 八千代の丘美術館第１９入館作家 

現在、M 棟にて作品展示中 

ワセ 運ぶフ ロ 作って、お部屋に飾 う♪

■日  時  令和２年９月６日（日）

13:30～15:30 

■会  場  八千代の丘美術館研修室

■定  員  10 名

■対  象  未就学児～大人 

（低学年 で保護者同伴） 

■参加費  300 円（別途入館料が必要） 

■持参物  ト レットペーパーの芯２本

八千代の丘美術館 クショ ッ プ

参加希望の方は、八千代の丘美術館 でお電話でお申し込 ください。定員にな 次第し き す。

新聞紙の裁
さい

断面
だ

筆にして 

象形
し うけい

文字
じ

書いて う！ 

象 形
し うけい

文字
じ

とは、 のの形か 生 た文字 

お 込み・お問い合わせ 

℡（0826）52-3050 

〒731-0302 安芸高 市八千代 勝 10494-7 開館時間 10：00～17：00 休館日/火曜日 

入館料/一般 300円・小中学 200 円・65 歳以上 200円・障害者手帳をお持ちの方（介助者１名を含む）無料 

主催/安芸高 市教育委員会・八千代の丘美術館 

参加希望の方は、八千代の丘美術館 でお電話でお申し込 ください。定員にな 次第し き す。

【資料 ₃：「身近な材料でフクロウをつくろう!!」掲載
のチラシ】
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【表 ₄：「フクロウをつくろう !!」当日プログラム】

₁ はじめのごあいさつ、ギャラリートーク  ₁₀分

₂

今日のめあて
①フクロウが、どのようなとりか まな
ぼう。
②ペーパーのしんで、フクロウをつくろ
う。
③すきなところで、フクロウのしゃしん
をとろう。
フクロウってどんなとり？
フクロウクイズ①～⑤
フクロウのつくりかた
　 ₁．フクロウかミミズク、どっちかえ

らぼう。
　 ₂．しんをつかって、からだをつく

る。
　 ₃．いろがようしで、はねをつくる。
　 ₄．からだにはねをくっつける。
　 ₅．かおとおなかをつくる。
　 ₆．あし、モールをつけて、かんせ

い！
フクロウとそとへでて、しゃしんをとろ
う！
記念写真の撮影
今日のまとめ・今日のおまけ・今日の先生

₁₀₀分

₃ おわりのごあいさつ、アンケート回答・提出  ₁₀分

　筆者は、PowerPointによるスライドショー（全

₅₀ページ）を事前に作成し、当日はプロジェク

ターで会場壁面に投影しながら説明を行い、制作

を進めた。導入では、フクロウとはどのような鳥

か、₅問のクイズを通して学習した。その後、フ

クロウ制作の手順を ₆工程に分け、参加者の様子

を見ながら ₂工程ずつ制作を進めた写真 ₇ ︶。

　参加者は、親子で協力しながら個性的な作品

を作り上げていった写真 ₈ ︶。作品が完成したら、

美術館の中庭に出て、芝生の上など好きな場所

に作品を置き、スマートフォンなどで各自撮影

を行った写真₉ ･₁₀︶。参加者全員で記念撮影をした

後写真₁₁︶、ワークショップ会場に戻り、今日のま

とめを行った。まとめでは、今日のめあてが達

成できたかどうか参加者に問い掛けた。今日の

おまけでは、発展編として紙コップで作るタイ

プのフクロウを紹介した。今日の先生では、筆

者が幼少期に作成した鳥の図鑑を紹介して、子

どもの頃に興味を持ったことを大人になっても

大切にして欲しいと参加者にメッセージを伝え

て、終了した。

（₂）成果と課題

　参加者には、終了時に A ₃ サイズ ₁枚のアン

ケートに回答して頂いた。参加者₁₁人中 ₈人の

回答であった。まず、ワークショップの満足度

について質問した。「とても満足　満足　不満　

とても不満」の ₄段階で回答して頂いた。評価

の理由も自由記述して頂いた。結果はグラフ ₃

の通りである。

　理由としては、筆者らの説明、PowerPointも

わかりやすく、楽しく作ることができたからと

いう回答が多かった。アンケート結果を見る限

り、不満な点は特に認められなかった。

講師の

対応
Power
Point

フクロウ

づくりの

活動

満足 1 3 0
とても満足 7 5 8

1
3

7
5

8

000

【グラフ ₃：「身近な材料でフクロウをつくろう!!」の
満足度】

　次に、ねらいの達成度についても質問した。

「とてもできた　できた　できなかった　まっ

たくできなかった」の₄段階で回答して頂いた。

回答の結果は、グラフ ₄のようになった。理由

としては、フクロウとミミズクの違いについて

知ることができた、羽角について知ることがで

きた、先生たちと楽しく話をすることができた、

楽しくフクロウを作ることができたといった肯

定的な回答が散見された。
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どのよう

な鳥か

学ぼう

芯でフク

ロウを

作ろう

好きなと

ころで写

真を

撮ろう

できた 3 0 1
とてもできた 5 8 7

3
1

5

8 7

000

【グラフ ₄：「身近な材料でフクロウをつくろう!!」の
ねらいの達成度】

　成果としては、アンケート結果にも表れてい

たように、筆者らの指導・支援は概ね高評価で

あったことが挙げられる。ワークショップの参

加者は、年長 ₁人、小学校 ₂年生 ₁人、 ₃年生

₄人、 ₄年生 ₃人、大人 ₂人という内訳であっ

た。今までのワークショップでは、作品の作り

方を図示したプリントを用意していたが、プリ

ントがなくてもPowerPointを活用し、₂工程毎

に説明をすれば、発達段階や年齢に幅はあって

も無理なく制作できるということが分かった。

保護者による支援はもちろんだが、補助指導者

として参加した図画工作専修 ₄年生とも連携を

取ることができた。 ₄年生 ₂人にとっては卒業

後小学校現場に立つ時の練習にもなった。美術

館との協働でありながらも、学内における普段

のゼミ活動とも往還することができた点も収穫

であった。ワークショップ終了後、その報告も

兼ねて、後期における ₂年生の教育学研究Ⅱ、

₃年生の教科教育学演習Ⅳにおいても図画工作

専修・ゼミの学生とともにフクロウの作品制作

をすることができた。当日に参加できなかった

ゼミ生も少なくなかったが、ワークショップで

の学びを共有することができた。

　ワークショップ当日、感染対策を講じること

で、無事実施することができたことが何よりも

大きな収穫であった。

　課題としては、補助指導者としてのゼミ生の

参加人数を増やすべきだったのではないかと省

察した。小学校教員採用試験受験後の ₄年生だ

けでなく、他学年のゼミ生も数名導入すべき

だったのではないかと考えた。本来は ₄年生が

₃ 人参加する予定だったが、順延したことに

よって ₁人の都合が合わなくなった。参加者の

定員が少なかったとはいえ、あと ₂人くらいは

参加させてもよかったのではないだろうか。

ワークショップへの参加が貴重な学びの機会と

なったのではないかと反省した。

₄ ．安芸高田市立八千代の丘美術館との架

橋 ～美術教育実践家として：八千代

の丘美術館とのコラボレーション・

ワークショップ③「ツリースをつくろ

う!」

（₁）題材と概要

　₂₀₂₀年₁₂月 ₆ 日（日）には、八千代の丘美術

館において冬祭りが開催された。冬祭りでは入

場無料になる他、入館作家によるギャラリー

トークの他、ワークショップが₃本開催された。

そのうちの₁つ「『ツリース』をつくろう！」を

筆者と図画工作専修・ゼミ学生 ₆人とで担当し

た資料 ₄ ︶。

　ツリースとは、「ツリー＋吊り＋リース」の

意味であり、クリスマスツリーの形をしたリー

スのことである。₂₀₁₀年度の学内における図工

ワークショップの題材である（表₉参照のこと）。

今回は、そのツリースを改良して題材化するこ

とにした。₂₀₁₀年度のツリースでは、主材料で

あるダンボールをカッターナイフで切ってツ

リーの形を作る工程が含まれていた註 ₅ ︶。冬祭

りでのワークショップ参加者には就学前の幼児
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も見込まれることから、カッターナイフを使わな

いで完成させる方法を検討した。 ₂年生の教育

学研究Ⅱ、 ₃年生の教科教育学演習Ⅳ・幼児教

育学演習Ⅳで教材研究を行い、参考作品を作っ

た。その結果、あらかじめダンボールでできた

木と鉢のパーツを切っておき、ワークショップ

参加者に選ばせて、枝に見立てたモールでつな

いでツリースを作る方法を開発した写真₁₂︶。切る

用具はハサミのみを用いるように改良した。こ

の他、ワークショップ当日、共同制作を行うた

めの大きなツリースも、プラスティックダン

ボールを用いて ₂つ制作した。筆者も、園芸用

のオベリスクを蛍光グリーンで塗装して大きな

タツリー（立つ＋ツリー）に改造した。₂₀₁₀年

度版と₂₀₂₀年度版との比較表表 ₅ ︶、₂₀₂₀年度版

ツリースのコンセプト表₆ ︶は以下の通りである。

　当日のプログラムは表 ₇ の通りである。

PowerPointによるスライドショー（全₅₂枚）の

【資料 ₄：「『ツリース』をつくろう！」掲載のチラシ】

【表 ₅：₂₀₁₀・₂₀₂₀年度の題材「ツリース」比較表】

実施年度・
場所 主な材料 主な用具 主な作り方

₂₀₁₀
学内

ダンボール
色画用紙
モール

カッター
ナイフ
のり

ダンボール
をカッター
ナイフで切
る

₂₀₂₀
学外

ダンボール
色画用紙
モール

ハサミ
のり

切っておい
たダンボー
ルを選び、
モールでつ
なげる

【表 ₆：₂₀₂₀年度版ツリースのコンセプト】

₁ ダンボールでできた木と鉢のパーツを参加者に選択させる。

₂ 幹に見立てたモールで、木と鉢とをつなぐ。

₃ 装飾には色画用紙などを用いる。

₄ 吊り下げるためにモールを用いる。

【表 ₇：「ツリースをつくろう！」当日プログラム】

₁ はじめのごあいさつ・教員と学生の自己紹介 ₅分

₂

今日のめあて
①ダンボールやいろがようしなどで、ツ
リースをつくろう。
②おおきなツリースを、みんなでかざろ
う。
③おおきなタツリーにみんなのツリース
をかざって、しゃしんをとろう。
ツリースのつくりかた
　 ₁．すきなかたちのダンボールをえら

ぼう。
　 ₂．すきな いろがようし を えらぼう。
　 ₃．いろがようし で、きをつくる。
　 ₄．いろがようし で、はちをつくる。
　 ₅．き と はちを、モールでつなげる。
　 ₆．モール、かざりをつけて、かんせ

い！
M棟に移動し、タツリーにツリースを
飾って撮影
美術館中庭で記念写真の撮影
今日のまとめ・今日のおまけ

₈₀分

₃ おわりのごあいさつ、アンケート回答・提出 ₅分

作成と操作は筆者が行ったが、司会役の図画工

作専修・ゼミ ₃年生 ₂人が進行を行った。その

他、図画工作専修・ゼミ ₃年生 ₂人、 ₂年生 ₂

人が補助指導者として参加した。全員マスクと
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フェイスシールドを着用し、筆者も含め ₇人で

協働して指導・支援を行った。ワークショップ

開始前には、 ₂年生 ₂人が美術館入口で来場者

に対する検温係もつとめた。

　制作時の導入では、筆者と学生の自己紹介を

行い、₂₀₂₀年度版ツリースの参考作品を見て頂

いた。その後、ツリース制作の手順を ₆工程に

分け、参加者の様子を見ながら ₂工程ずつ制作

を進めた。会場設営については美術館側で既に

セッティングしてくださっており、コの字の配

置となっていた。

　参加者は、親子で協力しながら多様なツリース

を作り上げていった写真₁₃︶。筆者らも机間指導に

よって支援を行った。作品が完成したら、ワーク

ショップ会場正面に掲示していた₂つの大きなツ

リースに、白や蛍光色の色画用紙、マスキング

テープなどで装飾して頂いた写真₁₄︶。参加者と学

生による共同制作として設定した活動である。

　作品が完成したら、全員で筆者の展示室M棟

へ移動した。展示室中央に設置していた大きなタ

ツリーに各自のツリースを S字フックで吊り下げ

た。その後、消灯し、LEDライトやブラックライ

トでタツリーを点灯し、スマートフォンなどで各

自撮影を行った写真₁₅︶。美術館中庭に移動し、参

加者全員で記念撮影をした後写真₁₆︶、ワークショッ

プ会場に戻り、今日のまとめを行った。まとめで

は、今日のめあてが達成できたかどうか参加者に

問い掛けた。今日のおまけでは、カッターナイフ

が使えるようになったら作れる₂₀₁₀年度版のツ

リース、立たせるタイプのツリー（タツリー）の

写真を見て頂き、クリスマスツリーの作り方には

他の方法もあることを紹介した後、終了した。

（₂）成果と課題

　参加者には、A ₃ サイズ ₁枚のアンケートに回

答して頂いた。参加者₁₆人中 ₅ 人の回答であっ

た。まず、ワークショップの満足度について質問

した。「とても満足　満足　不満　とても不満」

の ₄ 段階で回答して頂いた。評価の理由も自由

記述して頂いた。結果はグラフ ₅の通りである。

　理由としては、学生による説明、PowerPoint

もわかりやすく、優しく教えてくれたからとい

う回答が多かった。アンケートの回収率は低

かったが、結果を見る限り、不満な点は認めら

れなかった。

講師の

対応
Power
Point

ツリース

づくりの

活動

満足 2 3 3
とても満足 3 2 2

2
3 3

3
2 2

【グラフ ₅：「『ツリース』をつくろう!」の満足度】

　次に、ねらいの達成度についても質問した。

「とてもできた　できた　できなかった　まっ

たくできなかった」の₄段階で回答して頂いた。

回答の結果は、グラフ ₆のようになった。アン

ケートの回収率は低かったが、評価そのものは

比較的高かった。

ツリース

を

つくろう

大きなツ

リースを

かざろう

大きなタ

ツリーに

飾って写

真を

撮ろう

できた 2 2 2
とてもできた 3 3 3

2 2 2

3 3 3

【グラフ ₆：「『ツリース』をつくろう!」のねらいの達
成度】
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　成果としては、アンケート結果にも表れてい

たように、筆者らの指導・支援は概ね高評価で

あったことが挙げられる。筆者は、図工ワーク

ショップにおける指導・支援のあり方を表 ₈の

ようにまとめている。図工ワークショップには、

事前に子どもの実態がわかっている通常の保

育・授業とは異なる難しさがある。この原則を

もとに実践を進めると、参加者・指導者双方の

抵抗を軽減でき、満足度も高まると考えている。

指導者である学生にはスタッフ用配付資料の一

部として事前に伝え、当日に備えた。学生の支

援・対応が奏功したのではないかと推察する。

₂年生 ₂人については子どもと関わる機会が少

なかったが、 ₃年生が ₂年生をサポートする場

面もあり、学年を越えた交流も認められた。 ₃

年生については、 ₉～₁₁月に行われた教育実習

Ⅱ・Ⅲ（小学校）の時よりも、子どもとの接し

方に違いが見られ、成長を感じることができた

点も収穫であった。

【表 ₈：図工ワークショップにおける指導・支援の在
り方三原則】

原則 指導・支援の具体的な方法

₁ 子どもにできることはさせて、できないこと
は手助けする。

₂ 予想外のことには、臨機応変に対応する。

₃ 同時に作品を作るなど、伝わりやすい工夫を
する。

　題材であるツリースは、季節・行事にも合っ

ていたため、参加者の動機付けも高めやすいも

のであったと考える。ワークショップの参加者

は、年中 ₁人、年長 ₁人、小学校 ₁年生 ₂人、

₂年生 ₂人、 ₃年生 ₅人、 ₄年生 ₂人、 ₅年生

₁人、大人 ₂人という内訳であった。₁₅人の定

員を上回る応募があった。ポスターやフクロウ

のワークショップに参加された方の参加もあっ

た。フクロウの時と同様、作り方のプリントが

なくてもPowerPointを活用し、₂工程毎に説明

をすれば、無理なく制作することができた。図

工ワークショップの準備内容は多岐に渡る。学

びになる分、筆者・学生の負担も大きいのだが、

プリントを作成しなくても成立することが分

かった点は収穫であった。保護者による支援は

もちろんだが、補助指導者として参加した図画

工作専修・ゼミ ₆人とも連携をすることができ

た。コの字型の会場設定も、筆者らが支援しや

すい配置であった。カッターナイフを使う場面

もなかったため、より安全に制作を進めること

ができた。₂₀₁₀年度版ツリースの課題を克服・

改善し、₂₀₂₀年度版ツリースを提案することが

できた。

　ワークショップ終了後、その報告も兼ねて、

後期における ₂年生の教育学研究Ⅱ、 ₃年生の

教科教育学演習Ⅳにおいても図画工作専修・ゼ

ミの学生とともに大きなツリースとタツリーの

イルミネーションをすることができ、ワーク

ショップでの学びを共有することができた。

　ワークショップ当日、感染対策を講じること

で、無事実施することができたことが何よりも

大きな収穫であった。当初は、もっと多くのゼ

ミ生を参加させる予定であった。ワークショッ

プへの参加時間を半分にして交代制にする予定

であった。関係各所と相談し、密になることを

避け、安全性を高めるため、ワークショップ直

前に参加学生の人数を大幅に削減した。残念で

はあったが、無事終えることができたため、や

むを得ない対応であったと考える。

　課題としては、終了後に実施したアンケート

の回収率が低かったことが挙げられる。₉₀分と

いう時間設定はツリースを完成させるには無理

がないものであったが、その後のアトラクショ

ンも含めるとフクロウの時と同様に₁₂₀分が適し

ていたのではないかと省察した。時間配分がア
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ンケート回収率にも影響したのではないかと考

える。アトラクションについては、展示室内が

想定していたよりも明るかったため、LEDライ

トやブラックライトの効果が低かった点も課題

であった。美術館には暗幕も保管してあったた

め、事前にお借りするべきであったと省察した。

ワークショップ終了後のゼミにおいて学内で検

証すると、暗幕を用意した方がより綺麗に点灯

させることが改めて分かった。

　参加学生 ₆人には現地に集合させ、美術館で

合流した。今回参加した ₆人は、各学年のゼミ

代表者、自宅が美術館に比較的近い学生を選出

した。それでも交通の利便性が低い立地であっ

たため、必ずしも参加しやすいとはいえなかっ

た。しかし、ワークショップ後のゼミでの振り

返りでは、参加した学生から参加して楽しかっ

た、適切な学生数であり子どもに対する指導も

いい経験になったという発言が認められた。今

後も、同様の取組を前向きに検討していきたい。

₅ ．₂₀₂₀年度の実践で生まれたつながり

　本稿では、₂₀₂₀年度（令和 ₂年度）に行われ

た学外 ₃回の図工ワークショップの実践に関す

る省察を行った。筆者らがどのような架橋を試

みたのかは、以下の通りである。

　【₂₀₂₀年度で試みた架橋】

　①美術館との架橋

　②地域との架橋

　①については、既に言及した通りである。筆

者の展示は₂₀₂₁年 ₃ 月中旬で終了となるが、今

後も八千代の丘美術館との架橋を継続していき

たい。②についても従来から行ってきたが、特

に安芸高田市とのつながりが強化されたのでは

ないかと筆者は考える。本学教育学部教育学科

では、₂₀₁₉年度から ₁年次後期の授業「児童の

理解」において安芸高田市の小学校に学生が年

に ₂回程見学にうかがっている。筆者らのワー

クショップにも、安芸高田市の小学生が多数参

加してくださっており、安芸高田市という地域

との架橋が以前にも増して実現できたのではな

いかと実感した。

　₂₀₂₀年度（令和 ₂年度）の取組の結果、どの

ようなつながりが深まったのか、筆者なりにま

とめると次のようになる。

　【₂₀₂₀年度で深まったつながり】

　①大学と地域とのつながり

　②実践同士・ゼミ内のつながり

　①については、これまでに考察に加えて、次

のことも挙げられる。安芸高田市立八千代の丘

美術館は「……単なる展示施設を越えて、作家

と地域が一体となり、より深く文化・芸術を地

域に浸透させていく役割を担っております。美

術館による文化的な広がりは本市にとどまらず、

行政区域を越えての効果が期待できるものと考

えております。」引用₁ ︶「開館以来今日まで安芸高

田市の芸術文化の拠点として、さらには町づく

りの要として市民に愛される美術館であると同

時に、学校教育、生涯学習を含めた教育の場と

して貴重な施設となっています。」引用₂ ︶と述べら

れており、筆者も同意見である。これまで鑑賞

者の一人として訪れていたが、入館作家として

深く関わったことで、このことを実感した。筆

者と図画工作専修・ゼミ学生は安芸高田市の出

身ではないが、地域を越えて大学とのつながり

が深まったのではないかと考える。フクロウと

ツリースの参加者用アンケートでは、また身近

な材料を使った作品づくりのワークショップに

参加したいかという設問に対して、「参加したい　

参加したくない」の ₂択で回答して頂いた。回

答した頂いた方₁₃人全員が参加したいと回答し

た。課題・反省点はあるものの、前述のような

役割を、₂₀₂₀年度（令和 ₂年度）の筆者ら取組
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が微力ながら果たすことができたのではないか

と前向きに捉えている。

　②についても、本稿で言及してきた通りであ

る。過去の題材を元にしつつ₂₀₂₀年度版に再構成

し、実践することができた。図画工作専修・ゼミ

における普段のゼミ活動と八千代の丘美術館での

ワークショップとを有機的に連動させることがで

きた。対面授業の実施が難しい時期であったが、

ささやかではあるが図画工作専修・ゼミ内におい

ても学年を越えたつながりが生まれた。ワーク

ショップ当日に参加できなかった学生も、通常の

ゼミ活動において制作を体験し、学びを共有する

ことができた註₆ ︶。ワークショップ終了後には、

八千代の丘美術館職員の方の手によって当日の写

真を掲載した資料を作成して頂き、美術館受付の

壁面に掲示して頂いた資料 ₅ ︶。このことも、次の

取組への意欲向上につながった。

２２ ００ ２２ ００ ．． ９９ ．． ６６  佐佐伯伯 育育郎郎  先先生生 
ワワーークク シショョ ッッ ププ『『 身身近近なな材材料料ででフフ クク ロロウウををつつくく ろろうう !! !! 』』

【資料 ₅：八千代の丘美術館作成「身近な材料でフク
ロウをつくろう!!」の掲示資料】

　筆者は、これまでもありふれた身近な材料

（身辺材）を用いた造形活動を介在しながら、地

域と大学、理論と実践、授業と教育・保育実習、

教育・保育実習と教育・保育の現場、美術教育

と環境教育との架橋を実現できるよう模索して

いる。特に₂₀₂₀年度（令和 ₂年度）では、美術

作家・美術教育実践家の ₂側面から安芸高田市

立八千代の丘美術館とのコラボレーション・

ワークショップを ₃ 回に渡って行った註 ₇ ︶。図

工ワークショップの実践を通して、スタッフで

ある図画工作専修・ゼミの学生の実践的研究に

寄与できるだけでなく、教育者・保育者として

の資質・能力の向上など、その成長も見込まれ

ると考えており、これまでの報告において成果

と課題について継続的に言及してきた。図工

ワークショップが様々なつながりを生み出すも

のと筆者は考えるため、学生とともに可能な範

囲で地道に継続したいと考える。図工ワーク

ショップ開催が危ぶまれるような状況が続いて

いるが、安全に気を配りながら関係各位と連携

を取り、今後も歩を進めていきたい。
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萌文書林、令和元年
・安芸高田市立八千代の丘美術館『安芸高田市立八千
代の丘美術館　開設₁₀周年記念　入館作家寄贈作品
図録』安芸高田市教育委員会、平成₂₄年
・内野　務『造形素材にくわしい本 子どもが見つけ
る創造回路』日本文教出版、平成₂₈年

引用文献

・引用 ₁）安芸高田市立八千代の丘美術館『安芸高田
市立八千代の丘美術館　入館作家所蔵作品展　第
₁～₁₇期　₂₀₀₁－₂₀₁₉』安芸高田市教育委員会、令
和元年、p. ₁。
・引用 ₂）前掲書 ₁、p. ₃。

註

₁ ）本稿では、筆者のゼミ学生を図画工作専修・ゼミ
学生と表記した。正確には、₂年生は児童教育コー
ス図画工作科教育学ゼミと幼児教育コース領域造形
表現ゼミ、₃・ ₄年生は児童教育コース図画工作専
修と幼児教育コース図画工作ゼミである。
₂）佐伯育郎「つながりを生み出す図工ワークショッ
プの実践と考察Ⅰ―₂₀₁₉年度の実践を中心に―」
（『広島文教教育 第₃₄巻』広島文教女子大学、令和
元年、pp. ₃₅–₅₀）。
₃）₂₀₂₀年度は、表 ₉のように₂₀₀₇年度から毎年行っ
てきた学内における図工ワークショップは開催しな
かった。表 ₉にある₂₀₁₀年度の題材ツリースを取り
上げ、冬祭りのワークショップに向けて改訂を行っ
た。₂₀₂₀年 ₅月には₂₀₁₉年度にお世話になった広島
市中区三河町にあるブライダル・カフェ、マリーエ
イド・サードテラスにおいても母の日に向けた図工
ワークショップを予定していたが、新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響により、残念ながら中止となっ
た。₂₀₂₀年₁₂月には、広島市の南観音公民館におい
ても図工ワークショップ ₁回、ミニクリスマス会 ₁
回を予定していたが、これらも中止となった。南観
音公民館の参加者が保護者同伴の乳幼児中心である
ことが想定されたため、八千代の丘美術館の題材で
あるツリース（₂₀₁₀年度・学内ワークショップの題
材）を、更に改良した写真₁₇のような紙皿ツリース
を参加者に作って頂く予定であった。貼る工程だけ
で完成させることができる簡易なものであった。対
象となる保護者と乳幼児には制作して頂くことはで
きなかったが、その代わり図画工作専修・ゼミの学
生に体験させることはできた（写真₁₈・₁₉・₂₀）。
₄年生の指導の下、普段のゼミ活動において、₂・
₃年生に紙皿ツリースの制作を体験させることはで
き、お互いの学びになった。

【写真₁₇：紙皿ツリース（図工専修ゼミ・ ₄年生によ
る参考作品）】

【写真₁₈・₁₉・₂₀：紙皿ツリース（図工専修・ゼミ₂・
₃年生による作品）】
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【表 ₉：学内での図工ワークショップ一覧】

実施
年度

題材〔タイプ〕
（モチーフ）

主材料に 
した身辺材

主な彩色・
装飾方法

₂₀₀₇ アルミアート
（魚） アルミ缶 なし

₂₀₀₈

ハコニマル
（トナカイ）

紙パック ラッカー
スプレーランパック

（ランプ）

₂₀₀₉ ペットカー
（生物・車）

ペットボトル 
・ダンボール

ビニール
テープ

₂₀₁₀ ツリース
（クリスマスツリー） ダンボール 色画用紙

₂₀₁₁ でこふれ
（写真立て） ダンボール 色画用紙

₂₀₁₂

ダンドール
〔スタンディングタ
イプ・シッティン
グタイプ〕

（サンタクロース）

ダンボール 色画用紙

₂₀₁₃ パッカウス
（家）

紙パック・
ダンボール 色画用紙

₂₀₁₄ パッケーキ
（ケーキ・スイーツ） 紙パック 色画用紙

₂₀₁₅
ダンドール

〔ハンギングタイプ〕
（アーティなど）

ダンボール 色画用紙

₂₀₁₆ パックカー
（アートナカイ） 紙パック 色画用紙

₂₀₁₇ オシャブーツ
（ブーツ・靴）

円筒状紙製
パッケージ 色画用紙

₂₀₁₈ シンドール・コ
ビットモ（小人）

トイレット
ペーパーな
どの芯

色画用紙

₂₀₁₉ マンネンダー
（万年カレンダー） ダンボール 色画用紙

₄）第₁₉期入館作家の配置図、展示室・アトリエ棟見
取り図は、以下の通りである。G・H・I棟は企画展
示室という扱いであり、毎年数回に渡って特別展が
開催されることになっている。

　　展示室・アトリエ棟には、作品を展示するギャラ
リーと、入館作家が自由に使ってよいアトリエがあ
る。筆者は、この展示室において ₁期につき約₂₀点
の作品を陳列した。アトリエは、作品を保管するた
めに使用していた。年間を通して、展示前の作品、展
示後の作品、ワークショップで使用する材料・用具・
参考作品の置き場として活用していた。大きなタツ

リーを制作する際にも、アトリエを使わせて頂いた。
₅）佐伯育郎「図工の教室『クリスマスをかざろ
う！』についての考察」（『広島文教教育 第₂₅巻』
広島文教女子大学、平成₂₃年、pp. ₅₃–₆₆）。₂₀₁₀年
度版ツリースと図工ワークショップでの取組につい
ては、拙稿において詳しく言及している。
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₆ ）教育学研究Ⅱ、教科教育学演習Ⅳ、幼児教育学研
究Ⅳにおいてワークショップの作品制作を行った。例
えば、₉月のワークショップに参加できなかった学生
が、学内で以下のようにフクロウづくりを体験した。

【写真₂₁・₂₂・₂₃・₂₄：フクロウ（図工専修・ゼミ ₂・
₃年生による作品）】

₇ ）これまでの学外での図工ワークショップを簡潔に
まとめると、次の表₁₀になる。学内ワークショップ
で実践した題材を流用したり、アレンジしたりして
学外で実践してきた。美術館との架橋は経験済みで
あったが、₂₀₂₀年度（令和 ₂年度）のように ₁年間
に ₁つの美術館と複数回連携したのは今回が初めて
であった。

【表₁₀：学外での図工ワークショップ一覧】

実施時期 題　　材 連携した 
外部施設・団体等

₂₀₁₁年 ₈ 月 ペットカー 広島県立美術館

₂₀₁₂年 ₈ 月 アルミアート 広島県立美術館

₂₀₁₅年 ₈ 月 ダンドール みよし風土記の丘
ミュージアム

₂₀₁₇年 ₈ 月 ダンドール 世羅町教育委員会
社会教育課

₂₀₁₉年 ₅ 月 カーネーション マ リ ー エ イ ド・
サードテラス

₂₀₁₉年 ₈ 月 コビットモ 
（和風版）

ふくやま草戸千軒
ミュージアム

₂₀₂₀年 ₇ 月 ポスター 安芸高田市立八千
代の丘美術館

₂₀₂₀年 ₉ 月 フクロウ 安芸高田市立八千
代の丘美術館

₂₀₂₀年₁₂月 ツリース 
（₂₀₂₀年度版）

安芸高田市立八千
代の丘美術館
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【写真₁：安芸高田市立八千代の丘美術館（広島県安芸高田市）】 【写真₂：展示室におけるギャラリー・トーク（ ₂シーズンでの様子）】

【写真₃：「たのしくポスターを描こう」の作品（午前の部）】 【写真 ₄：「たのしくポスターを描こう」の作品（午後の部）】

【写真₇：「身近な材料でフクロウをつくろう!!」の様子】 【写真 ₈：参加者によるフクロウの作品】

【写真 ₆：筆者によるフクロウの参考作品】【写真₅：学生によるフクロウの参考作品（幼教図工ゼミ₃年生）】
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【写真 ₉：参加者による写真撮影の様子】 【写真₁₀：美術館中庭で撮影した参加者の作品】

【写真₁₁：参加者・学生との記念写真（フクロウ）】 【写真₁₂：₂₀₂₀年度版ツリース（学生の参考作品）】

【写真₁₅：展示室での大きなツリース・タツリーの点灯】 【写真₁₆：参加者・学生との記念写真（ツリース）】

【写真₁₄：大きなツリースに装飾をしている様子】【写真₁₃：参加者によるツリース】


